
大
会
は
、
中
島
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
代
議
員
定
数

32
名
中
28
名
の
出
席
を
確
認
し

て
大
会
の
成
立
を
宣
言
。
議
長

団
に
は
、
議
長
・
石
塚
（
宮
城
）
、

副
議
長
・
大
橋
（
福
島
）
両
代

議
員
を
選
出
し
た
。

橋
本
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
和
解

解
決
に
対
し
て
関
係
者
全
て
に

対
し
て
感
謝
と
お
礼
を
述
べ
、

「
雇
用
確
保
ま
で
引
き
続
き
気

を
引
き
締
め
て
闘
い
を
進
め
る

と
共
に
、
培
っ
た
団
結
を
今
後

の
運
動
に
発
揮
す
る
」
と
表
明

し
た
。
【
左
囲
み
に
要
旨
】

来
賓
か
ら
は
二
日
間
を
通
じ

て
13
氏
か
ら
あ
い
さ
つ
を
頂
い

た
。
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
６

通
届
け
ら
れ
た
。

東
日
本
本
部
を
代
表
し
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
松
井
書
記
長
は

▼
24
回
東
大
会
で
の
提
起
。
出

向
問
題
。
東
会
社
で
は
運
転
士
・

車
掌
を
除
く
全
て
の
職
種
で
対

象
、
外
注
化
ま
た
は
導
入
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
出
向
連

が
機
能
し
て
い
な
い
。
出
向
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
改
め
て

体
制
作
り
の
提
起
を
し
た
。

▼
昨
年
12
月
、
首
都
圏
グ
ル
ー

プ
会
社
の
再
編
で
環
境
ア
ク
セ

ス
に
集
約
さ
れ
た
が
、
東
本
社

を
介
し
て
出
向
会
社
が
国
労
申

に
答
え
た
。

▼
今
後
、
Ｐ
会
社
と
エ
リ
ア
の

交
渉
の
形
態
。
複
数
支
社
跨
り

は
本
部
・
本
社
間
。
支
社
内
の

Ｐ
会
社
は
地
本
・
支
社
間
の
扱

い
に
す
る
と
会
社
か
ら
返
答
。

▼
こ
う
し
た
経
過
か
ら
、
JR
バ

ス
東
北
の
勤
務
問
題
等
に
つ
い

て
、
バ
ス
会
社
所
属
の
組
合
員

を
交
え
て
東
本
社
と
の
団
交
を

開
催
し
た
。

▼
二
つ
目
は
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
改
善
提
案
。
本
部
・
本
社

間
の
交
渉
を
終
え
た
が
、
申
９

号
で
は
回
答
で
悔
し
い
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
反
省
し
、

業
務
対
策
委
員
会
と
し
て
地
方

の
皆
さ
ん
に
も
入
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
。

▼
三
つ
目
は
、
労
働
条
件
に
関

す
る
協
約
に
つ
い
て
。
和
解
か

ら
４
年
が
経
過
。
組
織
拡
大
に

向
け
た
反
転
攻
勢
と
し
て
、
他

労
組
と
同
じ
条
件
―
客
観
的
な

条
件
整
備
を
し
て
い
く
。
国
労

と
し
て
職
場
の
声
・
闘
い
を
基

に
協
約
を
活
か
し
切
る
と
い
う

こ
と
。
慎
重
か
つ
丁
寧
な
取
り

組
み
を
す
る
。
組
織
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
で
あ
り
、
「
国

労
を
労
組
と
し
て
再
生
さ
せ
る

時
期
」
と
述
べ
た
。

議
事
に
入
り
、
締
結
し
た
協

約
を
五
十
嵐
書
記
長
が
報
告
。

09
年
度
決
算
報
告
を
中
島
財

政
部
長
が
行
い
、
安
斎
会
計
監

査
委
員
よ
り
監
査
報
告
を
受
け

た
。
更
に
会
館
事
業
報
告
と
予

算
報
告
を
中
島
事
務
長
が
提
案
。

09
年
度
活
動
経
過
報
告
と
10

年
度
運
動
方
針
は
五
十
嵐
書
記

長
が
一
括
提
案
し
た
。

協
定
・
決
算
・
会
館
に
対
す

る
質
疑
で
は
鈴
木
代
議
員
・
阿

部
代
議
員
が
発
言
。
執
行
部
の

答
弁
後
に
協
定
・
決
算
・
経
過

を
拍
手
で
承
認
し
た
。

恒
例
の
機
関
紙
表
彰
で
は
、

郡
工
支
部
の
「
郡
工
情
報
」
が

52
号
、
東
北
工
事
事
務
所
分
会

の
「
ろ
ば
た
」
が
51
号
、
郡
工

支
部
貨
物
分
会
の
「
分
会
通
信
」

が
40
号
、
仙
総
支
部
組
立
分
会

の
「
ガ
ン
バ
組
立
」
が
39
号
、

仙
総
支
部
の
「
団
結
」
が
38
号
、

郡
山
駅
連
合
分
会
の
「
分
会
情

報
」
が
31
号
を
発
行
し
、
そ
れ

ぞ
れ
優
良
表
彰
を
受
賞
し
た
。

議
事
の
冒
頭
、
連
帯
す
る
会

の
山
下
事
務
局
長
が
連
帯
の
あ

い
さ
つ
、
ま
た
仙
台
闘
争
団
の

佐
藤
正
則
事
務
局
長
が
特
別
発

言
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
予
算
・
運
動
方
針

に
対
す
る
質
疑
が
再
開
さ
れ
、

二
日
間
で
18
名
が
積
極
的
に
発

言
。
執
行
部
の
答
弁
後
、
二
日

間
の
発
言
を
受
け
て
の
書
記
長

集
約
が
行
わ
れ
、
全
体
の
拍
手

で
10
年
度
運
動
方
針
と
予
算
が

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
ス
ト
権

一
票
投
票
で
は
出
席
代
議
員
28

名
中
28
名
の
賛
成
で
ス
ト
権
を

確
立
。
閉
会
の
あ
い
さ
つ
は
曽

我
副
委
員
長
が
行
い
、
橋
本
委

員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
散

会
し
た
。

（
※
代
議
員
の
発
言
等
に
つ
い

て
は
別
途
機
関
紙
で
周
知
す
る
）

新
地
方
委
員

宮
城
県
支
部
（
９
名
）

▼
昆
野
正
則

▼
墨
絵
学

▼
丸
谷
豊
美

▼
斎
藤
祐
一

▼
舟
濤
修

▼
大
越
喜
一

▼
石
塚
和
弘

▼
阿
部
正
夫

▼
家
子
栄
悦

福
島
県
支
部
（
４
名
）

▼
吉
田
浩
一

▼
橋
本
吉
孝

▼
加
藤
充
彦

▼
大
橋
康

郡
山
工
場
支
部
（
１
名
）

▼
阿
部
政
雄

仙
台
総
合
車
両
支
部
（
３
名
）

▼
鈴
木
英
弘

▼
小
松
知
喜

▼
及
川
正
昭

東
北
自
動
車
支
部
（
１
名
）

▼
浅
利
功

山
形
県
支
部
（
１
名
）

▼
土
田
聡
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９
・
１

（
団
交
申
13
号

設
備
職
場
の
保
安
体
制
関
連
）

９
・
４
‐
５

第
54
回
国
鉄
の
う
た
ご
え
祭
典
in
み
や
ぎ

９
・
10

若
松
地
区
JR
不
採
用
問
題
解
決
報
告
集
会

９
・
11

第
31
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
・
第
５
回
学
習
会

９
・
14

第
12
回
執
行
委
員
会
・
闘
争
委
員
会

９
・
26
‐
27

第
65
回
地
方
大
会

９
・
28

12
月
ダ
イ
ヤ
改
正
提
案

９
・
28

設
備
・
電
気
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
改
善
提
案

９
・
28

「
ダ
イ
ヤ
改
正
」
及
び
「
設
備
メ
ン
テ
改
善
」

合
理
化
対
策
会
議

 
地
方
本
部
は
第
65
回
定
期
地
方
大
会
を
９
月
26
・
27
日
の
両

日
、
松
島
町
大
観
荘
に
お
い
て
開
催
し
た
。

 
大
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
全
面
解
決
（
雇
用
確
保
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
問
題
、
組
織
強
化

拡
大
な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が
行
わ
れ
、
運
動

方
針
な
ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。

▼
JR
不
採
用
問
題
。

裁
判
上
で
の
和
解

が
成
立
し
、
採
用

差
別
事
件
と
し
て
は

解
決
。

だ
が
不
採
用
問
題

と
し
て
は｢

雇
用
問
題｣

が
残

さ
れ
て
い
る
。
４
者
４
団
体

の
枠
組
み
を
土
台
に
本
部
の

判
断
や
提
起
に
基
づ
き
、
全

面
解
決
に
向
け
地
方
本
部
と

し
て
全
力
を
あ
げ
取
り
組
む
。

▼
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
。

JR
東
日
本
で
は
協
力
会
社
社

員
の
労
災
死
傷
事
故
、
輸
送

障
害
が
続
発
。

設
備
メ
ン
テ
体
制
な
ど
大
幅

な
業
務
委
託
化
が
推
し
進
め

ら
れ
、
加
え
て
効
率
化
と
経

費
削
減
に
よ
り
、
施
工
会
社

は
十
分
な
保
安
体
制
を
作
れ

な
い
こ
と
に
起
因
。

ま
た
、
新
技
術
や
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
て
も
教
育
や
訓

練
が
不
十
分
。

安
全
・
安
定
輸
送
確
立
が
、

利
用
者
へ
の
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

遵
守
は
社
会
的
責
任
。
実
現

に
は
、
健
全
な
労
使
関
係
の

確
立
が
必
要
。

東
日
本
・
貨
物
ど
ち
ら
も
一

括
和
解
以
降
も
職
場
で
差
別

感
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

解
消
に
向
け
東
日
本
本
部
と

共
に
、｢

仕
事
・
安
全
総
点
検

運
動｣
を
強
化
す
る
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
そ
の

必
要
性
を
本
大
会
で
議
論
を
。

国
労
で
い
る
こ
と
自
体
が
闘

い
で
あ
っ
た
が
、
和
解
と
不

採
用
問
題
の
解
決
で
大
き
く

変
化
。
国
労
の
組
織
と
運
動

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
、
今
日
ま
で
の
国
労
運
動

の
正
し
さ
を
確
実
な
も
の
に

す
る
。

組
織
の
拡
大
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
与
え
ら
れ
た
使

命
。
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と

が
今
日
ま
で
支
援
頂
い
た
共

闘
の
皆
さ
ん
に
運
動
で
返
す

こ
と
に
繋
が
る
。

不
採
用
問
題
が
解
決
し
て
も
、

国
労
の
組
織
と
運
動
が
な
く

な
れ
ば
歴
史
的
な
闘
い

も
過
去
の
も
の
に
。

そ
の
実
現
に
は
他
労
組

と
の
違
い
を
作
る
こ
と

で
は
な
く
、｢

仕
事
・
安
全
総

点
検
運
動｣

を
基
軸
と
し
て
、

職
場
の
活
性
化
を
進
め
る
こ

と
。

▼
11
春
闘
と
４
月
の
統
一
地

方
選
挙
。
国
労
議
員
団
全
員

の
当
選
と
革
新
勢
力
の
躍
進

に
奮
闘
を
。



組
合
：
21
箇
所
の
建
物
に
含
有

が
あ
り
、
20
箇
所
の
撤
去
を
し
、

残
り
は
仙
台
駅
と
い
う
回
答
で

あ
っ
た
が
、
具
体
的
箇
所
は
。

会
社
：
21
箇
所
は
21
棟
に
訂
正

す
る
。
国
の
石
綿
規
制
が
強
化

さ
れ
る
毎
、
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

組
合
：
措
置
し
な
け
ば
な
ら
な

い
場
所
は
。

会
社
：
仙
台
駅
・
仙
台
車
両
セ

ン
タ
ー
リ
レ
ー
室
・
郡
山
南
部

現
業
・
南
小
泉
２
号
Ａ
Ｐ
・
古

川
１
号
Ａ
Ｐ
。

撤
去
時
期
だ
が
、
仙
台
駅
は

大
規
模
改
修
時
（
い
つ
に
な
る

か
は
不
明
）
、
仙
台
車
両
セ
ン

タ
ー
リ
レ
ー
室
は
天
井
に
使
用

さ
れ
、
機
器
の
老
朽
取
替
え
時

の
対
応
で
数
年
後
に
な
る
。

封
じ
こ
み
対
策
は
終
了
し
て

い
る
。

郡
山
南
部
現
業
は
２
Ｆ
と
３

Ｆ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
抑
え

る
鉄
骨
に
石
綿
が
吹
き
つ
け
て

あ
り
、
前
年
度
ま
で
９
割
撤
去
、

残
り
は
今
年
度
で
対
応
す
る
。

南
小
泉
２
号
Ａ
Ｐ
は
居
住
者

が
お
ら
ず
解
体
時
に
計
画
、
古

川
１
号
Ａ
Ｐ
は
居
住
者
の
引
っ

越
し
後
、
解
体
す
る
。

※
新
た
な
ア
ス
ベ
ス
ト
と
は
、

ア
ク
チ
ノ
ラ
イ
ト
、
ア
ン
ソ
フ
ィ

ラ
イ
ト
、
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
。
使

用
が
認
め
ら
れ
た
の
は
新
庄
１

号
、
南
小
泉
２
号
、
古
川
１
号
・

２
号
、
森
合
４
号
の
各
ア
パ
ー

ト
で
あ
る
。
会
社
は
居
住
者
に

対
し
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
を
連

絡
し
た
が
、
「
突
く
な
、
傷
つ

け
る
な
」
と
通
知
し
た
だ
け
で
、

使
用
場
所
は
明
か
さ
な
か
っ
た
。

国
労
か
ら
の
質
問
と
交
渉
で

場
所
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

組
合
：
ど
の
部
分
に
あ
る
の
か
。

会
社
：
風
呂
場
を
除
く
、
天
井

部
分
。

組
合
：
浮
遊
粉
塵
の
測
定
、
及

び
場
所
は
。

会
社
：
年
１
回
、
本
社
の
指
示
。

空
き
部
屋
で
測
定
。

組
合
：
実
効
性
が
な
い
。
居
住

箇
所
で
の
測
定
が
正
確
。

会
社
：
条
件
は
同
じ
と
認
識
し

て
い
る
。
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

場
所
で
の
測
定
。
ア
ス
ベ
ス
ト

の
あ
る
場
所
は
手
の
届
か
な
い

箇
所
で
あ
る
。

組
合
：
居
住
者
で
自
宅
の
測
定

を
希
望
す
る
場
合
の
対
応
は
。

会
社
：
出
来
な
い
こ
と
は
な
い
。

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

組
合
：
浮
遊
粉
塵
の
測
定
結
果

の
開
示
は
。

会
社
：
国
の
大
気
汚
染
防
止
法

で
の
基
準
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
中

10
本
以
下
。

こ
れ
ま
で
の
測
定
結
果
は
１

リ
ッ
ト
ル
中
０
・
５
本
未
満
。

従
っ
て
開
示
す
る
考
え
は
な

い
。

組
合
：
工
事
施
工
の
場
合
の
労

基
署
の
役
割
は
。

会
社
：
施
工
前
・
施
工
中
・
施

工
後
に
現
場
確
認
と
調
査
を
行

う
。厳

し
い
縛
り
が
あ
る
の
が
ア

ス
ベ
ス
ト
関
連
工
事
だ
。

※
居
住
者
の
希
望
で
、
自
宅
測

定
も
可
能
と
回
答
し
て
い
る
が
、

測
定
希
望
者
が
居
た
新
庄
Ａ
Ｐ

は
、
居
住
者
が
移
転
し
Ａ
Ｐ
の

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
を
開
始

し
て
い
る
た
め
実
質
不
可
能
で

あ
る
。

９
月
10
日
、
全
会
津
地
区
報

告
集
会
が
、
会
津
労
働
福
祉
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
共
闘

の
仲
間
と
国
労
組
合
員
約
70
名

の
仲
間
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
国
労
支

援
共
闘
会
議
の
星
好
房
議
長
は
、

「
23
年
前
、
不
当
労
働
行
為
で

首
を
切
ら
れ
た
国
労
組
合
員
に

対
し
、
こ
れ
を
許
さ
ず
新
会
社

に
採
用
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

共
闘
会
議
を
結
成
し
た
。
粘
り

強
い
闘
い
の
結
果
、
和
解
解
決

を
勝
ち
取
っ
た
。
会
は
解
散
す

る
が
、
雇
用
・
年
金
な
ど
全
面

解
決
ま
で
交
流
活
動
を
継
続
し

支
援
す
る
」
と
、
最
後
ま
で
の

支
援
を
約
束
し
た
。

ま
た
南
会
津
地
区
、
両
沼
地

区
、
耶
麻
・
喜
多
方
地
区
の
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
と
、
社
民

党
若
松
総
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

地
方
本
部
か
ら
は
五
十
嵐
書

記
長
が
こ
の
間
の
支
援
に
対
す

る
お
礼
と
現
在
の
情
勢
報
告
を

行
っ
た
。

ま
た
仙
台
闘
争
団
か
ら
は
佐

藤
正
則
事
務
局
長
が
参
加
し
、

物
心
両
面
に
わ
た
る
厚
い
支
援

に
対
す
る
感
謝
の
お
礼
を
述
べ

た
後
、
こ
れ
ま
で
の
闘
い
の
経

過
と
雇
用
問
題
の
解
決
に
向
け

て
の
決
意
が
話
さ
れ
た
。

集
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
改

め
て
こ
の
間
の
支
援
に
対
し
感

謝
を
し
、
雇
用
問
題
の
解
決
ま

で
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
く
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
た
。
【
敬
】

第２５９２号 国労せんだい ２０１０年１０月５日

団結 抵抗 統一

 
地
方
本
部
は
「
石
綿
の
健
康
被
害
」
に
関
す
る
申
し
入
れ
（
申
31
号
―
09
・
10
・
15
）
を
行
い
、

そ
の
後
の
交
渉
で
会
社
は
健
康
診
断
の
追
加
受
け
付
け
の
実
施
や
除
去
状
況
な
ど
不
明
な
点
を
明

ら
か
に
す
る
と
回
答
し
た
。

 
地
方
本
部
は
８
月
10
日
、
こ
の
内
容
の
確
認
と
、
よ
り
具
体
的
な
情
報
を
求
め
て
「
折
衝
」
を

行
っ
た
。
（
組
合
側
：
大
沼
業
務
部
長

佐
藤
勝
法
対
部
長
）

▼
会
社
は
国
の
基
準
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
は

し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
都
度
、

浮
遊
粉
塵
調
査
を
行
っ
て
い

る
こ
と
も
今
回
の
折
衝
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。

▼
し
か
し
調
査
内
容
の
詳
細

提
示
を
拒
み
、
ま
た
希
望
す

る
家
族
へ
の
健
康
診
断
に
つ

い
て
も
実
施
し
な
い
と
い
う

会
社
の
姿
勢
に
変
化
は
な
い
。

改
善
を
求
め
、
今
後
も
追
及

し
て
い
く
。
【
勝
】

新規はもちろん、「再受診」
が可能になりました

「静かな時限爆弾」とも言われる

アスベストによる被害（中皮腫、

肺がん）は、JR退職者・現職を問

わず年々増加の傾向にあり、「労

災」による被害者が今後も拡大す

る可能性が大きいとされています。

JR東日本仙台支社は、「石綿特殊

健康診断希望者は、追加を受け付

ける」と国労との交渉で回答して

おり、当初受診しその後検診を取

りやめた方も再受診可能としてい

ます。是非受診しましょう。

※
新
庄
Ａ
Ｐ
の
疑
問
点
と
は
、

１
号
Ａ
Ｐ
屋
上
へ
の
出
入
り
口

内
壁
等
に
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の

疑
義
と
、
室
内
の
灯
具
か
ら
結

露
に
よ
る
水
滴
が
落
ち
る
現
象

が
あ
り
、
こ
れ
に
ア
ス
ベ
ス
ト

含
有
の
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

し
た
も
の
。

組
合
：
以
前
質
問
し
た
疑
問
点

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
何
の
返
答

も
な
い
が
。

会
社
：
（
屋
上
出
入
り
口
壁
の

写
真
を
見
て
）
こ
れ
は
色
モ
ル

タ
ル
で
あ
る
。

組
合
：
結
露
に
よ
る
灯
具
か
ら

の
水
滴
は
問
題
が
な
い
の
か
。

会
社
：
ア
ス
ベ
ス
ト
は
濡
れ
て

い
れ
ば
飛
散
は
し
な
い
。

そ
れ
が
乾
燥
す
れ
ば
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

組
合
：
除
去
工
事
は
。

会
社
：
６
月
着
手
で
９
月
下
旬

し
ゅ
ん
功
。
全
て
空
き
家
。

組
合
：
新
庄
地
区
の
秋
の
石
綿

特
殊
健
康
診
断
が
仙
台
で
行
わ

れ
て
い
る
。
新
庄
で
出
来
な
い

の
か
。

会
社
：
レ
ン
ト
ゲ
ン
車
の
廻
し

の
関
係
と
思
う
。
要
望
は
病
院

に
伝
え
る
。

退
職
の
お
知
ら
せ

８
月
31
日

高
橋

久
樹
さ
ん

東
北
自
動
車

飯
塚

健
司
さ
ん

仙
総

組
立
エ
ル
ダ
ー

松
川

秀
利
さ
ん

仙
石
線
駅
連

斎
藤

利
男
さ
ん

仙
台
電
車
区エ

ル
ダ
ー

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


